BIM/CIM実施計画書、BIM/CIM実施報告書（案）
【工事で義務項目のみの場合　記載例】

	【記載における留意事項】
（青字）：記載内容の解説（提出時は削除してください。）
※工事において、前段階で３次元モデルを作成している場合に、義務項目のみを実施する場合の記載例です。
※発注者が特記仕様書で示す活用内容以外で、受注者が３次元モデル活用を希望する場合は、受発注者間で協議をして、BIM/CIM実施計画書を作成すること。
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＜BIM/CIM実施計画書＞

1.  3次元モデルの活用内容（実施内容、期待する効果等）
BIM/CIM適用工事におけるBIM/CIM活用内容について、特記仕様書に記載されている「活用内容」「活用内容の詳細」を記載する。なお、発注者指定型で発注者が示す活用内容以外の活用を受注者が提案する場合は、本記載例は使用しない。
【記載例】
　　本工事は、BIM/CIM適用工事（発注者指定型）である。
　　本工事で実施する3次元モデル活用について、実施内容、期待する効果は以下のとおりである。
【記載例】

〔義務項目〕
〇施工計画の検討補助
1)実施内容：詳細設計等で作成された３次元モデルを閲覧し、工事用進入路、資材置き場などの施工計画を検討する際の参考にする。
2)期待する効果：これまでの２次元図面と比較して、立体的に視覚化され、様々な視点からの確認もできることから、視覚化による効果がある。
○２次元図面の理解補助
1)実施内容：詳細設計等で作成された３次元モデルを閲覧し、２次元図面と比較することで、２次元図面を理解する際の参考にする。
2)期待する効果：これまでの２次元図面と比較して、立体的に視覚化され、様々な視点からの確認もできることから、視覚化による効果がある。
○現場作業員等への説明
1)実施内容：詳細設計で作成された３次元モデルを用いて、現場作業員等に工事の完成イメージ等を説明し、現場作業員等の理解促進を図る。
2)期待する効果：これまでの２次元図面と比較して、立体的に視覚化され、様々な視点からの確認もできることから、視覚化による効果がある。

2.  3次元モデルの閲覧に用いるソフトウェア、オリジナルデータの種類
2.1  使用するソフトウェア
本工事における３次元モデルの閲覧に用いるソフトウェア名とバージョンを明記する。

【記載例】

使用するソフトウェアの情報を下表に示す。
表1　使用するソフトウェア

	ソフトウェア名（開発会社名）
	バージョン
	用途

	○○○○
	○○
	○○○○○○

	・・・・
	
	


2.2  オリジナルデータの種類
閲覧する3次元モデル名、ファイル形式を記載する。
【記載例】

閲覧する3次元モデル名、ファイル形式、閲覧方法を下表に示す。
表2　オリジナルデータ一覧

	3次元モデル
	ファイル形式
	閲覧方法

	地形モデル
	xml
	国総研DXデータセンターを利用

	地質・土質モデル
	dwg
	国総研DXデータセンターを利用

	線形モデル
	xml
	国総研DXデータセンターを利用

	土工形状モデル
	xml
	国総研DXデータセンターを利用

	構造物モデル
	dwg
	国総研DXデータセンターを利用

	統合モデル
	nwd
	国総研DXデータセンターを利用


＜BIM/CIM実施報告書＞
3.  3次元モデルの活用概要（実施概要、期待した効果の結果等、期待した効果が十分に得られなかった場合の考察含む）
BIM/CIM実施計画書の「1. 3次元モデルの活用内容（実施内容、期待する効果等）」に基づく実施概要について、実施項目別に記載する。

実施概要の記載にあたっては、３次元モデルのキャプチャ、説明文だけではわかりにくい部分を補完する写真やポンチ絵を貼り付けて、実施項目別に実施概要、期待した効果の結果等を記載する。なお、期待した効果が十分に得られなかった場合は、その要因などの考察を含めて記載する。
【記載例】
　　本工事で実施した3次元モデル活用について、実施概要、期待した効果等の結果は、以下のとおりである。
【記載例】

〔義務項目〕
〇施工計画の検討補助
1)実施概要：詳細設計等で作成された３次元モデルを閲覧し、工事用進入路、資材置き場などの施工計画の検討を行った。
2)期待した効果の結果：これまでの２次元図面と比較して、立体的に視覚化され、様々な視点からの確認もできることから、視覚化による効果があった。
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写真　実施状況

○２次元図面の理解補助
1)実施概要：詳細設計等で作成された３次元モデルを閲覧し、２次元図面と比較することで、２次元図面を理解する際の参考とした。
2)期待した効果の結果：これまでの２次元図面と比較して、立体的に視覚化され、様々な視点からの確認もできることから、視覚化による効果があった。
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　　　　　　　　　　　　　写真　実施状況
○現場作業員等への説明
1)実施概要：詳細設計で作成された３次元モデルを用いて、現場作業員等に工事の完成イメージ等を説明し、現場作業員等の理解促進を図った。
2)期待した効果の結果：これまでの２次元図面と比較して、立体的に視覚化され、様々な視点からの確認もできることから、視覚化による効果があり、現場作業員からの評判も良かった。
[image: image3.png]



写真　現場作業員への説明状況
4.  その他（創意工夫内容、ソフトウェアへの技術開発提案事項等
4.1  創意工夫内容
3次元モデルを活用した検討等における創意工夫点を記載。各検討項目の目的を実現するために受注者が行った創意工夫を記述する。
本工事における3次元モデルを活用した検討等について、以下のとおり創意工夫を行った。
【具体的な内容を記載】
4.2  ソフトウェアへの技術開発提案事項

今後のソフトウェアの技術開発が必要と思われる提案事項を記載する。現時点のソフトウェアの対応状況によりモデル作成が困難だった場合のみでよい。
本工事における3次元モデルを活用した検討等の実施にあたり、現時点のソフトウェアでは以下の問題点が確認されたため、今後の改善が期待される。
【具体的な内容を記載】
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